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競馬場のある街 函館

函館競馬場 安田 圭治

函館東ロータリークラブ例会 2025年12月9日（火）

自己紹介

安田圭治（ＪＲＡ函館競馬場・場長）

・1969年 生まれ（青森県出身）
・高校は寺山修司の後輩
・大学で乗馬部（いわゆる体育会系）に所属
・1991年 ＪＲＡ入会・東京競馬場配属
・1995年 ウインズ室蘭勤務
・2007年 種市場外（岩手県）所長
・2013年 ウインズ後楽園所長
・2017年 法務課長
・2024年 函館競馬場長

じょうちょう
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名称 にっぽん ちゅうおう けいばかい

日本中央競馬会
所在地 東京都港区西新橋1丁目1番1号

設立年月日 昭和29年9月16日
資本金 49億2,412万９千円 政府全額出資

設立の目的 日本中央競馬会法第1条には、設立の趣旨として「競馬の
健全な発展を図って馬の改良増殖その他畜産の振興に寄
与するため」とありますが、競馬施行の社会的な意義は国
民的レジャーを提供することにもあるといえます。

法人格 日本中央競馬会法（昭和29年7月1日法律第205号）
に基づく特殊法人。公共性の強い法人で農林水産大臣の
監督下に置かれています。

ＪＲＡの概要
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１．函館競馬場の特徴
１．日本で最も歴史のある競馬場
現在運営されている競馬場の中で一番古くから
競馬が行われており、129年という歴史を誇る

２．海の見える風光明媚な競馬場
中央競馬の中で海が臨める唯一の競馬場

３．調教施設としても活用（５月～８月）
約700頭の馬と厩舎関係者が函館に滞在

４．来場者に占める女性の比率が全国トップ
２０２５年函館競馬 ３１．６％ 6

１．２０２５年函館開催について

7月21日付
北海道新聞

入場人員
（12日間計）

９万４０９３名
対前年比（１０４．７％）

女性の入場
２万９６４８名（全体比31.6％）

発売金額
（12日間計）

９５９億円
対前年比（１０１．７％）
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競馬の始まり

もともとは･･･
ヨーロッパの貴族たちによる

「持ち馬」比べ
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今のような競馬が確立されたのは･･･
１６世紀のイギリス
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横浜居留地での競馬の様子

 1858年、江戸幕府がアメリカとの日米修好通商条約をはじめ、
オランダ、ロシア、イギリス、フランスと修好通商条約を結び、

5港（函館、兵庫、神奈川、長崎、新潟）を開港

 1860年、横浜で当時居留していた外国人により近代競馬を開催

江戸末期︓日本の近代競馬の起源
近代競馬のきっかけ
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原点は亀田八幡宮の草競馬

蝦夷日誌（弘化2年（1845年））の記述：
亀田村（現函館市）の亀田八幡宮前の馬場
で「草競馬」が行われていた記録が存在。

祭典競馬の伝統：端午の節句に近隣の馬
自慢が集まり競走

官営馬市：安政4年（1857年）からは馬
市も盛んに行われ、馬と人々の距離が近
い土地柄でした。

現亀田八幡宮 （北海道神社庁HP）
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本格的な函館競馬 ～招魂社競馬～

明治8年（1875年） 函館招魂社祭典競馬

箱館戦争の戦没者を祀る「招魂社」
（現・函館護国神社）の例祭にて開催。

場所：蓬萊町（現 宝来町）の道路に竹
柵をめぐらせ直線馬場を設置
運営：函館 大経（七重勧業試験場職員）
が担当

意義：娯楽として住民に浸透する契機
となる

明治初期の招魂社。手前に円周馬場が見える。
「明治大正期北海道写真集」北海道大学付属図書館
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伝説の男：函館大経

その後、黒田清隆に招かれ、北海道の馬匹改良と競馬振興に生涯を捧げました。

弘化4年(1847年) 様似生
旧名：斎藤義三郎。

明治3年、東京招魂社の洋式競馬に飛び入り参加。
外国人騎手との一騎打ちに見事勝利しました。

天皇からの賜名

勝利を見た明治天皇より「函館か、大慶（たいけい）じゃ」
との言葉を賜り、以来「函館大経」を名乗るようになったと
伝わります。

七飯勧業試験場時代の函館大経
(函館大貞氏提供)
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函館大経の墓（函館市戸倉町）

米国からの農業技師

1875年、七重勧業試験場に着任。バター・
チーズ製造や耕作指導を行い、近代農業の
基盤を築くとともに、競馬にも影響。

競馬場の設計指導

競走馬の育成と去勢の導入

種牡馬管理の近代化

エドウィン・ダンの功績

エドウィン・ダン （札幌市役所HP）
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馬事振興にかけた情熱：時任為基

大火からの復興

明治12年（1879年）の大火で
途絶えた祭典競馬。時任為基
（大書記官）は、沈んだ市民
を盛り上げるには競馬が最適
と考え奔走しました。

時任農場の創設

私財を投じて広大な「時任
農場」を開設。馬事の振興
を目的とし、本格的な競馬
場造成の基盤を作りまし
た。

官民の協力

七重勧業試験場長らと協議
を重ね、単なる祭りではな
い「組織的な競馬」への転
換を図りました。

函館県令時代の時任為基
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明治29年（1896年）：
海岸町の競馬場が手狭になったため、現在の
函館競馬場がある湯ノ川村字柏野へ移転。

規模拡大：
敷地6万5,000坪

1周1,000メートルの新競馬場が完成。

馬車鉄道の開通：
翌年には亀函馬車鉄道が開業し、アクセスが
劇的に向上。温泉街の活性化にも寄与。

柏野競馬場スタンド
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柏野（現・駒場町）に競馬場開設

社会とともに（ＪＲＡの社会貢献活動）
今後も中央競馬の持続的な発展のため、

等を行い、社会に愛され信頼される中央競馬を目指します。

国庫納付を通じた貢献

新型コロナウイルス感染症対策への支援

大規模災害等の被災地への支援

地域社会の防災活動との連携・協力

畜産振興への取組み 環境への取組み

（北海道胆振東部地震災害、能登半島地震、熊本地震、東日本大震災等）
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競馬法・日本中央競馬会法

函館競馬場の社会貢献活動

29

１９６０年代の高度経済成長

１９９０年代前後～競馬ブーム

オグリキャップ

ディープインパクト キタサンブラック

国民のレジャーとして発展
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